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＜活動事例の要旨＞ 

１ 普及活動の課題・目標 

下関地域では、加工・業務用キャベツについて、12月から翌年３月まで連続出荷を

計画し、在圃性の高い早生品種「シュシュ」（ヴィルモランみかど）、中晩生品種

「冬藍」（サカタ種苗）、晩生品種「龍渓」（石井育種場）の３品種を栽培してい

る。しかし、近年、９月、10月の高温による生育の前進により、年明け以降の計画的

な出荷を困難にしている。特に「冬藍」の収穫が計画より早く終了し、出荷量の確保

が難しくなっている。そこで、収穫開始が「冬藍」より遅く、「龍渓」より早い品種

の導入について検討する。 

 

２ 普及活動の内容  

（１）調査研究期間 

    令和７年８月から令和８年２月まで 

（２）調査研究の対象地域・場所 

    下関市菊川町下岡枝 

（３）調査研究方法の概要 

  ア 品種 

   ① 供試品種：「ひなの」（カネコ種苗）、「冬のぼり」（野崎種苗） 

   ② 慣行品種：「龍渓」（石井育種場） 

  イ 耕種概要（ＪＡ栽培指針等に基づく） 

   ① 定植日 

      令和７年８月22日 

   ② 栽植密度 

      畝幅 140cm  株間  30cm  4,800株/10a 

   ➂ 施肥・灌水 

・元肥：きくちゃん堆肥2t/10a(7/14～7/15)、石灰窒素40kg/10a(8/6)、耕司

郎100kg/10a(8/6)、ユートップ化成30号110kg/10a(8/18) 

・追肥：複合燐加安444  15kg/10a 

・施肥成分量計（堆肥除く）Ｎ:29.9kg/10a  Ｐ:15.1kg/10a  Ｋ:13.1kg/10a 

     ・灌水：適宜畝間灌水を実施。  

ウ 調査項目及び調査方法等 

① 気象状況 

・下関市豊田町のアメダスデータを引用。 

② 生育調査 

・定植時の苗について、生育中庸な20株の生葉数、胚軸長、草丈を調査。 

・定植後の株について、生育中庸な連続10株×２か所の生葉数、最大葉長・葉

幅、株径を調査（２回）。 



   ➂ 収量調査 

・令和８年２月５日(「冬藍」収穫がほぼ終了)に、生育中庸な連続10株の調製

重、球径・球高を調査。 

     ・収穫した株の裂皮の有無、アントシアンの発生程度を調査。 

      ④ 生産者やＪＡ営農指導員の意見  

・品種の特性や今後の栽培意向等について、調査圃場生産者及びＪＡ営農指導

員から聞き取る。 

 

６ 結果の概要 

（１）気象概況（図１） 

   ・定植期には降雨がなく、計画どおり定植ができた。 

・定植後は1週間程度降雨がなかったが、９月は適宜降雨があり、９月から10月中

旬にかけて平年よりも高温で推移したことから生育が前進傾向となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ アメダスポイント豊田の気象データ（Ｒ７年８月～Ｒ８年１月） 

 

（２） 生育調査（表１） 

  ア 定植時苗質 

・生葉数については、「冬のぼり」が他の２品種より少なかった。 

    ・胚軸長については、「龍渓」が他の２品種より短かった。 

    ・草丈については、「ひなの」、「龍渓」、「冬のぼり」の順に大きかった。 

  イ 定植以降の生育 

    ・外葉形成期の株径については、「ひなの」、「龍渓」、「冬のぼり」の順に大

きかった。 

・結球開始期の株径については、「ひなの」、「冬のぼり」、「龍渓」の順に大

きかった。 

表１ 生育調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

（３）収量・品質（表２） 

品種名 生葉数 胚軸長 草丈 生葉数 株径 株径
（枚） cm cm （枚） 葉長 葉幅 （cm） 葉長 葉幅 （cm）

ひなの 2.8 2.2 11.8 12.8 28.0 22.8 50.9 40.2 39.3 63.3
冬のぼり 2.1 2.3 8.1 13.1 25.8 20.3 46.0 42.6 36.9 61.3
龍渓 2.7 1.9 10.2 12.5 26.0 20.4 48.3 39.4 34.9 58.1

（注１）苗質調査は、８月20日、調査株数は20株/品種とした。
（注２）定植後の調査株数と調査点は10株×2か所とした。
　　　　外葉形成期：９月19日(定植27日後)、結球開始期：10月20日（定植59日後）

定植時苗質（注１） 外葉形成期（注２） 結球開始期（注２）
最大葉(cm) 最大葉(cm)



   ・球の平均重量は、「冬のぼり」、「龍渓」、「ひなの」の順に重かった。 

   ・規格別では、３品種とも３Ｌが中心であったが、「冬のぼり」は２Ｌ以上だった

のに対し、「龍渓」、「ひなの」は小さい規格もあった。 

   ・生理障害については、「ひなの」が裂皮、アントシアンの発生割合が高かった

が、加工・業務用の規格の基準内であった。 

・なお、調査項目にはないが、球の締まり具合は、「ひなの」、「冬のぼり」、

「龍渓」の順に良く、収穫開始期は、「ひなの」、「冬のぼり」、「龍渓」の順に

早いと考えられた。 

 

表２ 収穫調査結果 

 

 

 

 

 

 

（４）調査圃場生産者及びＪＡ営農指導員からの意見 

   ・調査圃場生産者からは、「ひなの」について、不要な葉を除去しやすく調製が容

易で、加工用のコンテナに詰めやすい形状との感想だった。また、出荷打合せ時

に、調査圃場生産者から、出席された出荷者に対し、「ひなの」を導入してもよい

のではという提案があった。 

   ・ＪＡ営農指導員からは、「ひなの」について、「冬藍」と「龍渓」の間に入れて

もよいとの意見だった。 

   ・他産地で導入されている「冬のぼり」については、過去、下関管内（菊川町）で

３月上旬に「芯のぼり（抽苔）」で出荷停止になった年があるとのことだった。 

 

３ 普及活動の成果 

・令和６年度に、「ひなの」について、「冬藍」との比較試験を行い、「ひなの」の

収穫開始は「冬藍」より遅いことを確認した。 

・令和７年度は、比較試験により、「ひなの」、「冬のぼり」、「龍渓」の順に収穫

適期が早いことと、「ひなの」について、加工業務用としての収量、品質に問題がな

いことを確認した。 

・令和６、７年度の調査から、「ひなの」が、「冬藍」の後、「龍渓」の前に出荷可

能な品種であることがわかった。 

 

４ 今後の普及活動に向けて 

  ・令和８年度は「冬藍」と「龍渓」の間に「ひなの」が導入される見込みである。生

育状況等随時確認する。 

  ・管内の加工・業務用キャベツの安定出荷に向け、生産者とＪＡと連携し、年明け以

降の計画的な出荷が可能となるよう新品種の導入について、引き続き検討する。 
 


